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の

ｎ
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Ｊ

嘉
の
こ
え

平
成
１１
年
８
月
に
設
立
し
た
森
の
こ
え
。

２０
代
か
ら
８０
代
ま
で
の
女
性
１８
人
が
所
属
す

る
合
唱
グ
ル
ー
プ
で
す
。
練
習
は
藤
野
一県
幸

先
生
指
導
の
も
と
、
発
声
練
習
や
ソ
プ
ラ
ノ
、

ア
ル
ト
、
メ
ゾ
の
パ
ー
ト
練
習
。
ま
た
、
ス

ト
レ
ツ
チ
や
休
憩
時
間
の
世
間
話
な
ど
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
１１
月
５
日

（
日
）
に
開

催
さ
れ
る
町
民
音
楽
祭
に
向

け
、
「
風
に
な
り
た
い
」
な

ど
３
曲
を
中
心
に
練
習
中
。

本
番
で
は
練
習
の
成
果
を
披

露
し
て
く
れ
る
と
思

い
ま

す
。
代
表
の
有
水
節
子
さ
ん

は

「
み
な
さ
ん
歌
が
好
き
な

の
で
休
ま
ず
練
習
に
来
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
こ
い

の
場
と
し
て
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な

森
の
こ
え
、　
一
緒
に
歌
う
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。　
一
宮
郁
子
さ
ん
は

「練
習
を
通
し

て
み
ん
な
う
ま
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
声
を

出
す
こ
と
で
風
邪
を
引
き
に
く
く
体
も
健
康

に
な
り
ま
す
」
と
勧
め
ま
す
。
年
齢
や
性
別
、

歌
の
上
手
い
、
下
手
な
ど
間
わ
ず
、
誰
で
も

気
軽
に
参
加
可
能
。
み
な
さ
ん
も
森
の
こ
え

に
参
加
し
、
み
ん
な
と
楽
し
く
歌

っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●

高森町マスコット
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練 習 日/毎月第 2・ 3・ 4大曜日
練 習 時 間/19:00-21:00

練 習場 所/高森幼稚園
対 象 者/制限なし

月 会 費/3,000円
お問い合わせ先/―宮郁子 (■L6210702)



View o The four seosons
10月・高森町のイ1-

ぴ―ぷる [尾下 菅 原 神 社 獅 子 舞 ]○ 県指定重要無形民俗文化財
尾下菅原神社に伝わる350年 もの伝統をもつ。
豊後系統の獅子舞で、勇壮なリズムにあわせて地元の子どもたちが
勢子になって舞い踊ります。口Tの

南阿蘇村の後藤医

事務をしています。

趣味
車のレースを観ること

映画鑑賞

2006年 8月受付分 (敬称略)

ｌ

和

在

町

所

昭

上

下

住

森

森

森

Ｅ

音同
音同
昔同

[死 亡 者 ][年齢]

二子石彰人 86
佐藤 幸雄 62
宮村 年春 93

[御 遺 族 ]
二子石征子

田上 敦 子
宮村  春 幸一番 や りた い こ と

日本すべての温泉に入り

たい。

理想のタイプ
明るくておもしろい人。
やさしい人。

●

._/.i  SUKUSUKU

ll=:うちの 愛の
ご寄付
〔ONTR!BUT!ON   .

●町社会福祉協議会へ (敬称略)

[一般寄付]

野依  汎
岩下 信夫・縫子

栖

もうすぐあ姉ちゃ/しになります |

おしいちゃた、おιずあちゃた、しヽっιずしヽぅ:宝た

でね。

●

父/楢木野

>9月は町内各地でたくさんの運動会が行われまし
た。応援合戦やリレーなど子どもたちの笑顔あふれ

る演技や競技、また上級生が下級生を引つ張つてい

る姿に心打つものがありました。 >日中はまだまだ

暑い日が続いていますが、朝晩はかなり冷え込んで

きました。体調管理に気をつけ、風邪などひかない

ように注意してください。

Public lnformotion @

秀徳さん 。母/ルミ子さん
(高森 昭和)

@ Tokomori.2006.t0

乱
σ人
口

人口/7,518人 (+1)
男性/3,579人 (-3)
女性/3,939人 (+4)
世帯/2,74フ 戸 (-2)

平成 18年 8月 31日現在

顔 FAC[

おくやみ ¬

もうし
あげます
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・
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コ赳
燭

工藤 由美さん
永野原 岩神 23歳

広報送料寄付 (敬称略)

・ 渡遷 昭光 (福岡県
=沸
町)

・本田 美紀 (菊池郡大津町)
‐■・|‐

・■■|||・ |
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▼写真左から藤本町長、渡邊昇治熊本県商工観光労働部次長、

伊澤彰英帥伊澤製作所代表取締役社長。

ω伊澤製作所熊本工場が工場増設

12月から自動車塗装用部品を増産

閉伊澤製作所熊本工場の工場増設に関する協定書

調印式が、8月 21日に渡邊昇治熊本県商工観光労働

部次長立会いのもと熊本県庁で行われました。これ

は、世界的に自動車関連の設備投資が好調で、国内

外からの受注に対応するため、既存工場 1070扇に

320面を増築。12月から自動車塗装用部品を増産す
る計画です。これにより、現在 30人いる従業員を新

たに 3～ 6人増やす予定です。

▼ 7人は高森町をたいへん気に入つた様子でしたo   ▼日本赤十字社熊本県支部による応急手当て指導も行われました。

た  か

体目在宅医 畿10月 15日 ～11月 19日分

◎ 診療は午前9時 から午後5時まで

10月 15日 寺 崎 医 院 ■L62-0378

10月 22日 南郷谷整形外科医院  TEL 62-3351

10月 29日 渡 辺 内 科 ■L67-1777

11月 3日 後 藤 医 院 ■L67-0019

11月 5日 立  野  病  院  L68-0111

11月 12日 藤 本 医 院 ■L67-0020

宅 芙蓉館

111∫ ]‐
‐
11目月

高
森
町
の

あ

れこ
ね

●

●   ●

◎10月 のテーマ
帝京大学生 7人が来町

観光ビジネスなどを調査

8月 28日から31日 にかけて、帝京大学経済学部の

3年生7人が高森町の観光ビジネスなどを調査しま

した。これは、荒丼邦壽教授 (経済地理学)のゼミ

フィールドワークの一環として行われたもので、7人

は、藤本町長の町づくりの基本理念や山村唯夫山村

酒造社長の酒の造り方などを調査。今後の学生生活

に役立てる予定です。

高森地区防災訓練

本番さながらの訓練に約 360人が参加

9月 10日 、高森地区防災訓練が行われました。こ

れは、町と消防団が毎年町内4地区 (高森・色見・草

部・野尻)を持ち回り行つているもので、「阿蘇地方

に震度 6弱の地震、直後に火災発生」と想定し訓練

開始。防災無線で避難を勧告し、約360人が高森中

学校体育館に避難しました。その後、初期消火や応急

手当ての指導なども行われました。

健康Poヨ題を

24時 間.

日替わりて

お送りします

0へ
＼

く

f

洟月曜日
間質性肺炎について

瘍火曜日
子どもの包茎

躙水曜日
くも膜下出血

蒻木曜日
虫歯治療の後に歯がしみることがあるのは

り金曜日
最も人間らしい病気～うつ病～

は± 0日曜日
性教育シリーズ⑫
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11月 19日 平 田 医 院 L62-0216
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○日 時
11月 5日 (日 )

午後 1時開場

午後 1時 30分開演

○場 所
高森中学校体育館

○入場料

大人 200円

高校生以下無料

・お問い合わせ先

岩下昭久

■L62‐ 1111(内線 180)

開催のお知らせ

高森町民音楽祭

スマイルフェスタ
inたかもり

文化祭、健康づくり推進大会、人

権啓発フェスティバルを合同で行う

「すまいるフェスタinた かもり」を下

記のとおり開催します。

多数のご来場をお待ちしていま

丸

○日 時
11月 3日 (金)～ 5日 (日 )
○場 所
高森町観光交流センター…文化祭

高森中学校…健康づくり推進大

会 。人権啓発フェス

テイバ ル

※5日 (日 )は、文化祭のみの開催
です。

※発表・講演は、 4日 (土)に高森

中学校体育館で行われます。

お問い合わせ先

高森町役場住民生活課

■L62… 1111(内線 132)

金婚夫婦を代表して謝辞を述べる後藤英範さん・ミス子さん夫婦。

村上 忠孝さん (74)
俊子さん (73)
(色見・小倉原)

宇藤 千幸さん (76)
加代子さん (70)
(色見・西丁)

宇藤 朋喜さん (70)
エツさん (70)
(色見・西丁)

金婚夫婦表彰式

寄り添って 50年

9月 14日、休暇村南阿蘇で

「金婚夫婦表彰式」が開かれ

ました。今年金婚を迎えた夫

婦は37組。式では、夫婦一

組―組に熊日日新聞社からの

表彰状と、町及び馬原清子さ

ん (高森・旭通)からの記念
品が贈呈され、藤本町長や相

馬俊行町議会議長がお祝い

の言葉を送りました。これか

らも、仲むつまじく健やかに

お過こしください。

「′ヽ
一順・耐た一「．精一却中一」

昨
年
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
は
――
月
―

日
を

「く
ま
も
と
教
育
の
日
」
と
制
定
し

ま
し
た
。
阿
蘇
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
も
教
育
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
、
こ
の
機
会
を
良
い

機
会
と
と
ら
え
、
今
回
も
阿
蘇
郡
市
教
育

委
員
会
連
絡
協
議
会

・
阿
蘇
教
育
事
務
所

が
主
催
す
る

「ひ
の
や
ま
教
育
実
践
発
表

会
」
「地
域
教
育
力
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
連
携
し
、
「命
」
に
関
わ
る
教
育
課
題
等
、

未
来
を
担
う
青
少
年
の
問
題
に
つ
い
て
幅

広
く
情
報
を
共
有
し
合
う

「く
ま
も
と
教

育
の
日
」
阿
蘇
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
○
日
　
時

１０
月
１５
日

（日
）
午
前
１０
時
か
ら

○
場
　
所

高
森
東
小
学
校

○
テ
ー
マ

『み
つ
め
よ
う
、
命
そ
し
て
未
来
』

巫
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
教
育
委
員
会

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
１
）

紅
江
犬
病
予
防
接
種
及
び
犬
の
登
録

狂
犬
病
予
防
接
種
及
び
犬
の
登
録
を
左

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

未
登
録
の
犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
登
録
及
び
予
防
接
種
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
犬

今
年
度
未
接
種
の
畜
犬
及
び
新
規
登
録
犬

○
料
　
金

注
射
料
　
３
、
０
０
０
円

登
録
料
　
３
、
０
０
０
円

（登
録
料
は
、
新
規
登
録
犬
の
み
必
要
）

●   ●

●   ●

津留 國雄さん (73)
加壽子さん (69)

(高森・津留)

今村 富雄さん (72)
恵美子さん (71)
(高森・下町)

岩下 重憲さん (75)
ツヤ子さん (71)
(高森・旭通)

自石 富忠さん (76)
八ルコさん (71)
(高森・村山)

安方 慶喜さん (74)
小百合さん (70)
(色見・中園)

津留 平八さん (73)
信子さん (72)

(高森・津留)

小林 重男さん (76)
ツミエさん (71)
(高森・下町)

有働 龍雄さん (76)
照子さん (70)
(高森・旭通)

田上 幸人さん (73)
克子さん (71)
(高森・村山)

（注
）
当
日
こ
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
の
写
真
は
、
合
成
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時

１０
月
ν
日

（金
）

・
午
前
１０
時
～
午
前
１０
時
３０
分

上
色
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
午
前
――
時
～
午
前
――
時
３０
分

Ｊ
Ａ
阿
蘇
色
見
支
所
跡

・
午
後
―
時
３０
分
～
午
後
３
時

芙
蓉
館
駐
車
場

１０
月
３０
日

（月
）

・
午
前
１０
時
～
午
前
１０
時
閣
分

Ｊ
Ａ
阿
蘇
河
原
支
所
跡

・
午
前
――
時
２０
分
～
午
前
――
時
５０
分

野
尻
総
合
セ
ン
タ
ー

・
午
後
―
時
２０
分
～
午
後
―
時
５０
分

車
部
総
合
セ
ン
タ
ー

・
午
後
２
時
５０
分
～
午
後
３
時
１０
分

Ｊ
Ａ
阿
蘇
草
部
北
部
支
所
跡

鯰
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

森川  貴さん (75)
フキノさん (フ 2)

(色見・山鳥)

楢木野 開さん (73) 堀
ムツ子さん (71)
(上色見・西中原)

睦夫さん (78)
久子さん (72)
(高森・下町)

後藤 元男さん (74)
∃シエさん (72)
(高森・昭和)

植田 末廣さん (83)
トミ子さん (74)
(高森・上在)

島田 頼男さん (75)
フミ子さん (74)
(高森・天神)

津留 義元さん (73)佐 竹 富保さん (77)
一子さん (70)   イマさん (69)
(高森・森)      (高 森・昭和)

阿南  昭さん (79)
美智子さん (74)
(草部・社倉)

後藤 英範さん (フ 1)
ミス子さん (73)

(上色見・前原)
町体育協会長
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亀
う
●

ど

¨
Ｌ

村
上
●
正
誠
さ
ん

６
月
ν
日
に
行
わ
れ
た
平
成
１８

年
度
高
森
町
体
育
協
会
総
会
で
、

故

・
山
村
紘
司
前
会
長
の
後
任
に
、

村
上
正
誠
さ
ん

（高
森

。
上
町
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
１８

年
度
か
ら
の
２
年
間
で
す
。

ヽ

屁

田
「
１
１
「
潤

電

．
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司
０
ノ≫ヽ
趾

一鰺
儡
０
「
【扇
Ｑ
コ
呻
判
①
雉
鼈
「
呻

平
観
雌
霧
女性相談セン

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
女
性

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
に
出
向
い
て
相
談

に
応
じ
る
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

家
庭
の
悩
み
、
男
女
間
の
暴
力
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
こ
利

用
く
だ
さ
い
。

○
相
談
内
容

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
家
庭

の
不
和
、
離
婚
、
生
活
の
立
て
直
し
、

売
春
強
要
、
女
性
の
た
め
の
こ
こ
ろ
と

妊
娠
に
関
す
る
相
談
等

○
日
　
時

１０
月
３０
日

（月
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

○
場
　
所

阿
蘇
地
域
振
興
局
中
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
す
。
予
約
に
よ
る
来
所

相
談
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
電
話
に
て
こ
予
約
く
だ
さ
い
。

隋
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
福
祉
事
務
所

Ｌ
０
９
６
７
‐
２
２
‥
３
０
２
８

卜
冒
乃
畷

場
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

企
業
組
織
の
再
編
や
人
事
労
務
管
理
の

個
別
化
に
伴
い
、
解
雇
や
労
働
条
件
の
不

利
益
変
更
等
、
労
働
関
係
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
の
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と

０

０

８

７

森 政隆さん

テル子さん

(河原・黒岩

自石 三士さん (75)
節さん (71)

(河原・市野尾)

工藤今朝市さん (82)

イ トエさん (73)

(永野原・小仲野)

阿南 信彦さん (79)
シズ子さん (78)
(津留・上津留)

佐藤 政敏さん (77)
ミチ∃さん (73)
(津留・上津留)

後藤  勇さん (73)
峰子さん (71)
(津留・永野)

甲斐  林さん (76)
淳子さん (69)

(永野原・永野原)

矢津田 績さん (78)
八ル子さん (80)
(中 ・今村)

甲斐喜代紀さん (75)

サエ子さん (80)
(中・中村)

芹□ 滋昭さん (76)
安子さん (72)
(芹口・芹口)

甲斐 良蔵さん (74)
エキさん (74)

(永野原・大楢木)

本田  登さん (73)
岐路子さん (69)
(永野原・大楢木)

阿南 敬男さん (78)
スミ子さん (70)
(草部・社倉)

佐藤 和武さん (73)
智子さん (68)
(芹口・芹口)

●

●   ●

の
紛
争
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

紛
争
の
最
終
的
解
決
手
段
と
し
て
は

裁
判
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
現
実
の
問
題

と
し
て
裁
判
に
は
多
く
の
時
間
と
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
無
料
で
労
働

関
係
紛
争
を
解
決
援
助
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
労
働
局
等
に
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
総
合
労
働
相
談
員
が
労
働

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
に

つ
い
て
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

熊
本
労
働
局
で
は
局
企
画
室

・
熊
本
労

働
基
準
監
督
署

・
八
代
労
働
基
準
監
督
署

に
加
え
、
平
成
１８
年
４
月
か
ら
新
た
に
菊

池
労
働
基
準
監
督
署
に
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽

に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

轟
お
問
い
合
わ
せ
先

菊
池
労
働
基
準
監
督
署
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー

ｈ
０
９
６
８
‐
２
５
‐
３
１
３
６

熊
本
労
働
局
企
画
室

Ｌ
０
９
６
‐
２
１
１
‐
１
７
０
１

蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー

（仮
称
）
の
名
称
募
集

平
成
１９
年
３
月
に
完
成
予
定
の
こ
の
施

設
は
、
―
日
処
理
能
力
９１
に
で
、
阿
蘇
市
、

産
山
村
、
高
森
町
、
南
阿
蘇
村
、
西
原
村

か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
な

ど
を
適
正
処
理
し
て
水
質
保
全
を
行
う
と

と
も
に
、
余
剰
汚
泥
は
堆
肥
化
し
て
造
粒

・

袋
詰
め
し
た
も
の
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
再

利
用
し
て
い
た
だ
く
循
環
型
の
シ
ス
テ
ム

を
備
え
た
最
新
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
設
備
全
体
を
建
屋
内
に
納
め
て

臭
気
等
を
外
に
出
さ
な
い
密
閉
型
の
施
設

と
な
り
、
施
設
景
観
も
従
来
の
イ
メ
ー
ジ

を

一
新
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
方
法

官
製
は
が
き

（電
子
メ
ー
ル
可
）
に
よ

り
、
施
設
の
名
称
・名
称
の
由
来
・住
所
・

氏
名

・
年
齢

（学
生
の
方
は
学
校
名
及

び
学
年
Ｙ

電
話
番
号
の
順
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

○
応
募
対
象
者

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

○
締
め
切
り

１０
月
３１
日

（火
）
ま
で

／
お
問
い
合
わ
せ
先

〒

８

６

９

‐
２

２

３

６

阿
蘇
市
跡
ヶ
瀬
１
７
７
番
地

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
環
境
衛
生
課

ｈ
０
９
６
７
‐
２
４
‐
５
３
５
３

メ
ー
ル
　
く
⊂
Ｎ
ｏ
太
ｏ
一π
一Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｂ
①
む

宙

同

森

中

学

校

図

書

館

地

域

開

放

Ｆ
Ｉ
Ｉ
日
”

阪阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
現
施

設
の
老
朽
化
及
び
平
成
１９
年
２
月
か
ら
の

海
洋
投
入
処
分
の
禁
上
に
対
応
す
る
た
め
、

新
た
な
し
尿

・
浄
化
槽
汚
泥
等
の
処
理
施

設
を
整
備
中
で
す
が
、
今
回
新
施
設
の
完

成
に
向
け
て
施
設
の
名
称
を
募
集
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。●

７

５

７

７

ん

ん

さ

さ

社倉

一
子
ζ

統
積
朝

甲斐

▼約70人が参加し、笑顔で溢れた色見地区敬老会。   ▼色見地区敬老会で表彰を受ける岩下信夫さん。縫子さんこ夫婦。

高
森
中
学
校
図
書
室
に
保
管
し
て
い

ま
す
町
所
有
図
書
の
貸
し
出
し
を
行

っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

○
開
館
日

毎
週
日
曜
日

○
時
　
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
場
　
所

高
森
中
学
校
図
書
室

○
貸
出
期
間

。
冊
数

２
週
間
以
内
で
―
人
５
冊
ま
で

※
学
校
行
事
の
関
係
で
、
予
定
外
に
閉

館
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
図

書
室
前
の
掲
示
板
に
て
事
前
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
中
学
校
所
有
の
図
書
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
処
理
整

備
中
で
す
の
で
、
当
分
の
間
、
図
書

室
で
の
閲
覧
と
し
ま
す
。

※
本
を
紛
失
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て

現
金
賠
償
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
を
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

※
図
書
室
に
な
い
本
は
熊
本
県
立
図
書

館
か
ら
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す

絣
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
教
育
委
員
会

Ｌ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
１
）

町内8地区で敬老会

いつまでも若々しく健康に

9月 18日は「敬老の日」。町内でも 8会場で敬老会

が開催されました。色見地区の敬老会は色見生涯学

習センターで開催され、約70人が参加。敬老祝金贈

呈の後、来賓からの祝辞やダイヤモンド婚夫婦表彰

などが行われました。その後参加者は、色見校区婦

人会の接待を受け、色見保育園児6人の踊りなどを

楽しみました。

ダイヤモンド婚

今年は6組の夫婦が受賞

今年のダイヤモンド婚 (結婚60年 )|よ次の方々

です。

今村 千之 (92)。 フ子  (84)(高森・昭和)
本田  結 (88)・ ケサ子 (78)(高森 。昭和)
岩下 信夫 (85)・ 縫子  (82)(色見・戸狩 )
芹□ 秋由 (81)・ ツギ子 (86)(草部・社倉 )
冨永 ―男 (82)・ 夕工子 (78)(菅山・下尾野)
後藤  深 (82)・ 不思恵 (77)(河原・河原)
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犬を飼われている方ヘ

○散歩の際は、フンの後始末をき

ちんとしましょう。

大が好きな人ばかりではありま

せん。周囲に十分な気配りと正し

いしつけに心がけましょう。

○放し飼いにせず、綱をつけましょう。

放し飼いにすると、多くの人に迷

惑をかけます。飼い大は綱をつけ、

責任を持って飼育しましょう。

○飼い犬の登録及び注射はお済み

ですか。

登録は保健福祉課で受付してい

ます。

■お問い合わせ先

保健福祉課保健推進係

TEL 62-1111(内線 125)

ごみ出しについて

○決められた袋で出しましょう。

ごみの種類について、ごみ袋の

色が違いますので、決められた袋

で出しましょう。

○時間を守りましょう。

ごみ出しは、午前 8時 30分 ま

でに決められた場所に出しましょ

つo

O事業系のこみについて

事業活動に伴い排出されるごみ

については、地域のごみ置き場に

は出すことができません。独自の

処理ルートを確保するか、ごみの

収集・運搬許可を持つ業者に委託

するか、事業者の皆さんが自ら直

接南部中継基地へ持ち込むか、い

ずれかの方法により処分を行って

ください。

日お問い合わせ先

保健福祉課保健推進係

■L62¨ 1111(内線 125)

Ｌ
Ｌ
”

台
月
本
県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

県
民
の
皆
さ
ま
が
、
県
内
の
医
療
機
関

の
情
報
を
知
り
た
い
と
思
わ
れ
た
と
き
に

気
軽
に
利
用
で
き
る
、
「熊
本
県
救
急
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

２
時
間
、
い
つ
で
も
、
県
内
の
医
療
機
関

の
情
報
を
自
由
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
を
選
ぶ
際
や
、
急
病
の

際
に
ぜ
ひ
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

コ
鮮
ｐ
＼＼≦
≦
妥
ｂ
Ｏ
も
「①
「太
⊂
ヨ
①
ヨ
ｏ
計９
３
＼

躙
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
総
室

ｈ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
０
５

●

ん
な
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
」

会
員
募
集

ヽ
１
■
′

ｒ
ｌ
Ｌ

■
ロ
ロ
ー

月
１
日
改
正
熊
本
県
最
低
賃
金
　
　
　
吉
同

熊
本
県
最
低
賃
金
が
１０
月
―
日
か
ら
改

正
に
な
り
ま
し
た
。

新

し

い
最
低
賃
金
額

は
、
時

間
額

６
１
２
円
で
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
な
い
県
内
す
べ
て
の
労
働
者

（臨
時

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

ｈ
０
９
６
‐
３
５
５
‥
３
２
０
２

▼本町から首席は出ませんでしたよ 9頭が名誉賞を受賞しました。   ▼県中体連でも 100mバタフライで3位に入賞しました。

ず
・強
れ
林
′

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、

子
ど
も
は
み
ん
な
の
子
ど
も
、
地
域
社
会

の
宝
と
し
て
青
少
年
を
み
ん
な
で
守
り
育

て
る
と
い
う
運
動
に
賛
同
し
て
、
で
き
る

こ
と
か
ら
行
動
し
て
も
ら
え
る
大
人
を

「
み
ん
な
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
」
会

員
と
し
て
広
く
募
集
し
ま
す
。
青
少
年
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
必
要
な
こ
と
を
、
で
き
る
こ
と
か

ら
行
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

蝠
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

■

０

９

６
‥
３

３

３
‐
２

２

９

４

今
村

博
信

５
月
３０
日
に
行
わ
れ
た
平
成
１８

年
度
高
森
町
文
化
協
会
総
会
で
、
今

村
博
信
さ
ん

（高
森

・
津
留
）
が
山

村
文
子
前
会
長
の
後
任
に
選
任
さ

「み

●

●   ●

南阿蘇畜産共進会

各町村自慢の牛が集結

9月 9日、南阿蘇畜産農業協同組合家畜市場で「南

阿蘇畜産共進会」が開催されました。これは、家畜の

改良促進、畜産経営の安定、自給飼料の増進を推進

し、その意欲高揚を図ることを目的に毎年行われてい

るもので、本町からも若齢の部に4頭、壮齢の部に3頭、

黒毛和種の部に4頭、肉牛の部に8頭の出品がありま

した。

九州ジュニア水泳競技大会出場

中山大輔さん (上色見・大村)

9月 23日から24日 にかけて長崎県で開催された
「九州ジュニア水泳競技大会」に、高森中学校 3年

の中山大輔さんが出場しました。中山さんは県大会

で標準タイムを見事に切り、アゼリア21(阿蘇市―

の宮町)所属で100mパタフライと200mパタフライ
に出場。大会前には「ベストタイムを出したい」と話

していました。

し
た
。
任
期
は
平
成
１８
年
度
か

年
間
で
す
。

▼参加者は煮しめや栗おこわに舌鼓をうつていました。

虫聞き会

竹灯か りの前で秋の夜長を楽 しむ

9月 22日、休暇村南阿蘇で町観光協会主催の「虫

聞き会」が行われました。これは、松虫や鈴虫など虫

の音を聞きながら俳句を楽しもうと毎年開催されて

いるもので、参加者は竹灯かりが飾られた会場で句

作。その後、煮しめや栗おこわなどの郷土料理と地

酒を楽しみながら1句 1句を鑑賞しました。

▼写真左が岡本八ル子さん。

道路美化保全に尽力

岡本ハル子さん (芹口・古畑 )

岡本八ル子さんが、日本道路協会から表彰状を受

賞しました。岡本さんは、町道社倉・水湛線と町道宮

原・上小畑線の交差点で、長年季節の花々の植栽や

除草作業、側溝清掃など美化保全作業に奉仕し、道

路の景観美化に尽力。公共福祉の増進に大きく貢献

されたことが評価され、今回の受賞となりました。
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司
晰
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県
で
は
、
事
業
所
や
各
種
団
体
が
行
う

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
会
や
講
演

会
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（講
師
）
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
講
師
へ
の
謝
金
と
旅
費
は
県

が
負
担
し
ま
す
。
セ
ク
八
ラ
防
止
、
Ｄ
∨

（配
偶
者
間
の
暴
力
）
防
止
、
女
性
の
登

用
な
ど
に
関
す
る
研
修
会
等
も
対
象
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

麟
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
Ｐ
Ｓ
課

Ｌ
０
９
６
‥
３
３
３
‐
２
２
８
７

県
で
は
、
地
域
や
社
会
全
体
で
子
育

て
を
応
援
す
る
気
運
を
高
め
て
い
く
た

め
、
７
月
か
ら
子
育
て
を
応
援
す
る
店
舗

や
企
業
な
ど
を
「子
育
て
と
く
と
く
。あ
っ

た
か

。
従
業
員
応
援
団
」
と
し
て
募
集
登

録
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

「子
育
て
支
援
」
か
ら
ア
ク
セ

「絆胤一一Ⅷ編拗敦靭セミナー」

県
で
は
、
左
記
県
有
地
の
売
却
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
所
在

　
一
の
宮
土
木
事
務
所
高
森
土
木

出
張
所
跡
地

（高
森
町
大
字
高

森
字
市
下
１
４
０
４
番
９
）

地
目
　
宅
地

面
積
　
９
７
５
・０
３
２ｍ

参
考
価
格
　
７
、
４
０
０
、
０
０
０
円

○
所
在

高
森
高
等
学
校
教
職
員
住
宅

（
Ａ
）
跡
地

（高
森
町
大
字
高

森
字
町
中
１
３
３
３
番
４
、
５
）

地
目
　
宅
地

面
積
　
１
２
０
４
・５
３
２ｍ

参
考
価
格
　
７
，
９
０
０
，
０
０
０
円

※
参
考
価
格
は
固
定
資
産
評
価
額
な
ど
に

基
づ
く
も
の
で
、
売
却
時
に
は
価
格
を

見
直
し
あ
ら
た
め
て
最
低
売
却
価
格
を

公
表
し
ま
す
。

※
原
則
と
し
て

一
般
競
争
入
札
で
売
却
し

ま
す
。
（入
札
の
手
続
き
は
簡
単
で
す
）

輻
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
総
務
部
管
財
課

Ｌ
０
９
６
‥
３
３
３
‐
２
１
２
２

EE
フコ▼懐かしい曲に涙を流す入苑者もいました。

梅香苑を西部方面音楽隊4人が訪間

「上を向いて歩こう」など約15曲を披露

9月 4日、特別養護老人ホーム「梅香苑」を陸上

自衛隊西部方面音楽隊の 4人が訪れました。4人は、

4年前から県内福祉施設などで慰問活動を続けてい

ます。この日は、「上を向いて歩こう」や「箱根八里

の半次郎」など約 15曲を披露。普段音楽に接する

機会が少ない入苑者は、―緒に□ずさんだり手拍子

などして楽しんでいました。

▼決勝で南球を 1対 0で下し優勝した旭球友。

町長旗ナイターソフトボール大会

前大会に続 き旭球友が優勝

9月 4日から8日にかけて、「町長旗ナイターソフ

トボール大会」が山村広場で行われ、各試合息詰ま

る熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりで

す。優勝/旭 :E球友、準優勝/南球、第 3位 /フ ァイ
ヤーマン、敢闘賞/SHOWAデ ィズニーズ、最優秀
選手賞/三森直仁 (旭球友 )、 優秀選手賞/山田耕
生 (南球)

▼―箇所―箇所ていねいにペンキを塗りました。

阿蘇南部技能士組合とPTA有志
高森中央小学校でボランティア活動

8月 16日、高森中央小学校で阿蘇南部技能士組合

と高森中央小学校 PTA有志がボランティア活動を
行いました。阿蘇南部技能士組合8人とPTA有志2
人が 1日かけて給食室渡り廊下のすのこ板づくりや

校舎内のベンキ塗り、樹木の剪定などを実施。 2学

期を前にした校庭・校舎は見違えるほど美しくなり

ました。

故・松田喜一氏を偲ぶ記念碑祭

県内各地から卒業生 35人が参加

9月 1日、色見地区の農友会実習所阿蘇分場跡地で

「故・松田喜―氏を偲ぶ記念碑祭」が行われました。

故・松田氏は、大正9年に農友会実習所を開設し農業

の指導に尽力しました。記念碑は昭和34年に卒業生

らが建立。20年前から毎年9月 1日に記念碑祭を開い

ています。この日は、県内各地から卒業生35人が参

加しました。

女
共
同
参
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
ま
す

ス
可
）
で
そ
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１０
月
か
ら
は
こ
れ
ら
応
援
団
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
て
、
就
学
前
の
子
ど
も
連
れ

の
こ
家
族
な
ど
が
お
出
か
け
の
際
に
、
こ

れ
ら
の
応
援
団
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

っ
た
店

舗
な
ど
で
子
育
て
応
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

簑
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
少
子
化
対
策
課

ｈ
０
９
６
‥
３
３
３
‥
２
２
２
５

熊
本
県
労
働
雇
用
総
室
課

ｈ
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
３
９

間
月
間
日

（金
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

ｈ
０
９
６
‐
３
７
８
‥
０
１
２
１

旧
県
一
有

地

の
売

却

予

定

県
で
は
、
３５
歳
以
下
の
求
職
者
の
方
（学

生
を
除
く
）
を
対
象
に
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

な
ど
就
職
基
礎
能
力
を
身
に
つ
け
る

「就

職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時

１０
月
２５
日

（水
）
～
１０
月
３１
日

（火
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（土
日
を
除
く
５
日
間
）

○
場
　
所

Ｎ
Ｔ
Ｔ
津
浦
セ
ミ
ナ
ー
八
ウ
ス

（熊
本
市
津
浦
町
）

○
受
講
料

無
料

（別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
、
０
０
０

円
は
自
己
負
担
）

○
募
集
期
間

●   ●

●   ●

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
の
納
期
限
は
１０
月
３１
日

（火
）
で
す
／
高
森
町
役
場
税
務
課

入札結果 (500万円以上)
工  事  名 工   期 契約金額 (円 ) 請 負 者

横町・湧水館線道路整備

工事

平成 ]8年 9月 8日～
平成 19年 1月 10日

24,202,500 (資)石原建設

南片山線道路整備工事
平成 ]8年 9月 8日～
平成 18年 12月 15日

19,057,500 (有)古澤建設

下町・昭和 ]号線道路整
備工事

平成 18年 9月 8日～
平成 ]8年 ]2月 8日

15,897,000 (株)草村道路建設工業

色見環状線道路整備工事
平成 18年 9月 8日～
平成 18年 11月 30日

10,573,500 (株)高梢
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靡栄養士のいただきま～す

○材料 (2人分)

サバ 60g2枚、小麦粉大さじ3、 揚げ油適量、
大根 100g、 濃□しょうゆ大さじ 1、 みりん

小さじ 2、 砂糖大さじ 1

0作り方
①サバは小麦粉をつけて油で揚げる。

②大根はすりおろしておく。

③調味料を煮立て、大根おろしを入れて火を

止める。

④揚げたサバに③をかけてできあがり。

認
知
症
（痴
呆
）
に
つ
い
て
考
え
る
③

年
齢
を
重
ね
る
と
身
体
的
な
衰
え
と
し
て
脳
機
能
も
低
下
し
ま
す
。
そ
の
中
で
記
憶
力
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て

「認
知
症

（痴
呆
）
」
が
現
実
的
な
問
題
と
な

っ
て
き
ま
す
。
今
月
号
で
は

「認
知
症
」
の
介
護
方
法
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

認
知
症
の
介
護
方
法
と
は
？

認
知
症
の
方
の
心
の
中

認
知
症
の
方
は
、
さ
ま
ざ
ま
症
状
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
心

と
感
性
は
そ
の
ま
ま
生
き
続
け
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
の
心

を
理
解
し
、
接
す
る
こ
と
で
介
護
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
は
本
人
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

周
り
か
ら
見
る
と
不
可
解
な
症
状
や
、
暮
ら
し
の
中
で
手
間

取
る
行
動

（食
事
、
着
替
え
な
ど
）
の

一
つ
ひ
と
つ
の
場
面
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
介
護
で
た
い
へ
ん
な
と
き
ほ
ど
本

人
自
身
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
苦
し
ん
で
い
る
と
き
で
す
。

本
人
は
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
不
安
と
ス
ト
レ
ス
と
闘
い

な
が
ら
、
声
な
き
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

わ
ず
か
な
時
間
で
も
、
本
人
の
側
に
い
て
そ
の
声
、
表
情
、

行
動
を
見
つ
め

一
緒
に
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
が
進
ん
で
も
、
心
は
豊
か
に
生
き
て
い
る

記
憶
は
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、
瞬
間
瞬
間

に
感
じ
る
喜
怒
哀
楽
は
と
て
も
豊
か
で
、
感
性
は
鋭
く
な
っ
て

い
ま
す
。

う
れ
し
い
、
楽
し
い
、
誇
ら
し
い
と
い
う
気
持
ち
は
生
き
続

け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
を
う
ま
く
表
せ

な
い
分
、
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
感
情
を
秘
め
て
い
ま
す
。

●●

認
知
症
の
人
の
能
力

認
知
症
の
方
は
新
し
い
情
報
を
認
識
し
た
り
覚
え
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
過
去
の
体
験
や
で
き
こ
と
は
比
較
的
よ
く
記

憶
し
て
い
ま
す
。

本
人
が
得
意
だ
っ
た
こ
と
を
、
本
人
が
ま
た
や
っ
て
み
た
く

な
る
よ
う
な
場
面
や
物
を
用
意
し
て
う
ま
く
促
す
と
、
そ
の
記

憶
が
よ
み
が
え
り
、
い
き
い
き
と
取
り
組
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
に
で
き
る
何
か
を
行
う
こ
と
で
、
喜
び
や
安
ら
ぎ
、
そ

し
て
自
信
を
感
じ
、
認
知
症
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
穏
や
か
に

な
っ
て
く
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

認
知
症
の
方
の
介
護

・
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

●
自
尊
心
を
傷
う
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

③
納
得
の
い
く
よ
う
に
話
し
ま
し
よ
う
。

は
認
知
症
の
人
の
ぺ
―
ス
に
合
わ
せ
ま
し
よ
う
。

●
情
報
は
簡
潔
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

や
不
可
解
な
言
動
を
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
。

鯰
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

鰈
失
敗
を
責
め
ず
、
頑
張
っ
た
こ
と
を
ほ
め
ま
し
ょ
う
。

サパのおろし煮

●   ●

||
||

善 色
r‐l′ ‖ 、をおいしく食べよう !

秋が旬の青魚には、サバ、サンマ、イワシな

どたくさんの種類があります。魚には、エイコ

サベンタエン酸、 ドコサヘキサエン酸を含む脂

があり、これら|よ動脈硬化を予防し、頭をよく

して記憶力を高める働きがあるといわれていま

す。

●
０
０
硝
引
〔一ゴ
咄
工
町

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
大
会
）

ゴ
ロ
ゴ

ロ
　
投
げ
出
さ
れ
と
る
草
刈
り
機

夏
が
好
き
　
海
本
浴
に
行
け
る
か
ら

ス
ト
ン
ー
ト
　
胃
袋
に
消
火
器
の
要
る

う
る
さ

い
　
も
う
編
さ
れ
ん
二
の
輿

安
か
ビ
ー
ル
　
年
金
も
減

つ
て
し
ま
う
し

夏
が
好
き
　
今
日
ど
ま
冷
や
し
汁
も
え
え

ス
ト
レ
ー
ト
　
指
し
値
は
ち
や
ん
と
調
べ
と
る

せ
び
ら
か
し
　
欲
し
が
る
さ
ま
が
む
ぞ
ら
し
か

う
る
さ
い
　
い
つ
か
姑
に
云
う
て
や
ろ

安
か
ビ
ー
ル
　
ケ
チ

つ
け
て
春
む
居
候

夏
が
好
き
　
破
れ
障
紙
が
運
ぶ
風

う
る
さ

い
　
潮
騒
に
ペ
ン
お

つ
と
ら
れ

う
る
さ

い
　
か
と
云

っ
て
過
疎
は
淋
し
か

ゴ
ロ
ゴ
ロ
　
臨
月
の
腹
持
て
余
し

蠅

膵̈
附
一　
　
　
　
　
一相
り
　
（拍恢
ラ■
一岳
△ム
Ｖ
〈士ム
ク
ラ
、フ
）

窓
ご
し
に
大
輪
の
花
白
木
植

根
子
登
山
リ
ッ
ク
背
負

い
て
二
の
汗

夕
涼
み
子
等
と
語
り
し
赳
出
を

岩
清
本
落

つ
る
水
二
手
に
受
け
て

稲
の
花
ほ
の
か
に
匂
う
散
歩
道

阿
蘇
の
本
満
々
入
れ
て
出
稲
を
待
つ

松
山
キ
ヨ
子

佐
楢
見
乱
坊

渡
辺
　
や云
海

烏
原
　
馬
笑

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
愛
子

口
上
黙
公
子

上
丼
加
根
女

佐
藤
多
可
雄

後
藤
　
信
子

林
　
　
不
恙

日
本
　
琴
司

森
川
そ
よ
子

浦
塚
　
南
天

澄
　
子

晴
　
雄

ウ

ミ

オ

誠
　
登

喜
　
弥

ミ
ズ
ホ
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骨
の
役
割

●
体
を
支
え
、
運
動
の
支
点
と
な
る
。

０
脳
や
内
臓
を
外
部
の
障
害
か
ら
保
護
す
る
。

０
血
液
を
製
造
す
る
。

●
血
液
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を

一
定
に
保
つ
。

骨
も
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す

骨
は

「
一
生
変
ら
な
い
も
の
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
実
は
骨
も
生
き
た
臓
器
で
す
。
古
い
も
の
を
破
壊

し
、
新
し
く
再
生
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
破

壊
と
再
生
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
た
れ
て
い
れ
ば
、
強
く
し

な
や
か
な
骨
が
保
た
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
何
ら
か
の
要
因

で
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
破
壊
す
る
こ
と
が
多
く
な
る

と
、
骨
が
弱
く
、
粗
く
な
り
骨
量
の
減
少
を
招
き
ま
す
。

骨
が
破
壊
さ
ね
や
す
く
な
る
原
因

●
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
、
人
の
体
は
す
べ

て
に
優
先
し
て
、
そ
の
不
足
分
を
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
か

ら
補
給
し
ま
す
。
こ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
が
ず
っ
と
続
く

と
、
骨
の
破
壊
と
再
生
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
か
ら
力

ル
シ
ウ
ム
が
抜
け
出
る
ば
か
り
で
形
成
さ
れ
に
く
く
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
骨
量
の
減
少
の
大
き
な
原
因
で
す
。

０
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少

新
陳
代
謝
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
重
要
な
働
き
を

す
る
の
が
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
で
す
。

介
護
予
防
対
策
を
実
施

町
で
は
家
の
中
の

「引
き
こ
も
り
」
や
認
知

症
予
防
、
運
動
機
能
低
下
な
ど
の
高
齢
者
の
諸

問
題
へ
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

転
倒
骨
折
予
防
教
室
や
認
知
症
予
防
教
室

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
町
独
自
の
取
り
組
み
や
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
と
町
内
各
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
と
連
携
し
て
、
集
い
の
場
提
供
と
し
て

の
サ
ロ
ン
活
動
を
広
げ
ま
す
。

ま
た
、
個
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
実
態
把
握
や

調
査
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
働
き

０

カ

ル

シ

ウ

ム

を

骨

に

蓄

え

る

の

を

促

進

す

る

。

０

骨

の

破

壊

を

抑

え

る

働

き

を

も

つ

カ

ル

シ

ト

二

ン

と

い

う

ホ

ル

モ

ン

の

分

泌

を

促

進

す

る

。

★
閉
経
後
の
女
性
は
特
に
注
意
Ｈ

閉
経
期
を
迎
え
た
女
性

は

、
閉
経

に
よ

っ
て
急
激

に

工

ス
ト

ロ
ゲ

ン
の
分
泌
量
が
減

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ

の

こ

と
に
よ

っ
て
骨
量

の
減
少
を
招
き
ま
す

。
骨
粗
話
症
が

男

性
よ

り
も

圧
倒
的

に
女
性
が
多

い

の
は

、
男
性

に
比

べ
生

ま

れ

つ
き
骨
が
細
く

で
き

て
い
る
う
え

に

、

こ
う

し
た
ホ

ル

モ

ン
の
変
化

で
ダ

メ
ー
ジ

を
受
け
や
す

い
の
で
す
。

★

や

め

ま

し

ょ
う

―

喫

煙

習

慣

た
ば

こ
は
あ
ら
ゆ
る
生
活

習
慣
病

に
と

っ
て
危
険

因
子

で
す
が

、
骨
粗

霧
症

も
例
外

で
は
あ

り
ま
せ
ん

。
た
ば

こ

は
女
性

ホ
ル

モ

ン
の
分
泌
を

悪
く

し
、
胃
腸

で
の
カ
ル

シ

ウ

ム
の
消
化

と

吸
収
を
低

下
さ
せ
ま
す

。
そ

の
た
め

骨
粗

霧

症

の

リ

ス
ク

は

た

ば

こ
を

吸
わ

な

い
人

に

比

べ

て
高

く
、

５０

歳

く
ら

い
か
ら

骨
折

の
危
険
性
が
高

ま
る
の

で
は

な

い
か
と

い
わ
れ

て
い
ま
す
。

加
齢
と
と
も
に
減
少
す
る
骨
量

骨
量
は
、
１０
代
後
半
か
ら
２０
代
前
半
に
か
け

て
最
大
値

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
４０

歳
く
ら
い
ま
で
は
最
大
値
が
保

た
れ
、
そ
の
後
減
少
し
始
め
ま
す
。
女
性

で
最
も
骨
量
が

減
少
す
る
の
は
５０
代
。
こ
れ
は
閉
経
期
を
迎
え
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
骨
量
減
少
は
避
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
誰
に
で
も
起
こ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
骨
の
破
壊
と

再
生
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
骨

の
減
る
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

骨
美
人
セ
ミ
ナ
ー

今
年
度
骨
密
度
検
診
を
受
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
方
を
対

象
に
、

「骨
美
人
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
常
生

活
の
中
で
そ
ん
な
に
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
骨
で
す
が
、

大
切
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
骨
に
つ
い
て
知

り
、
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

ー０
月
１７
日

（火
）
午
前
１０
時
～
午
後
―
時

０
朋
遊
館

１０
月
１８
日

（水
）
午
前
１０
時
～
午
後
―
時

○
内
容
・
骨
密
度
検
診
結
果
説
明

・
講
話

「骨
粗
霧
症
っ
て
な
あ
に
？
」

・
調
理
実
習

「骨

・
コ
ツ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

・
転
倒
予
防
体
操

・
意
見
交
換

一
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
大
切
な
イ
ン

ス
リ
ン
の
量
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
限
り
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
年
齢
を
重
ね
る
と
個
人
差
も

あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
量
が
不
足
し

た
り
働
き
が
悪
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

肥
満
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
悪
く
し
無
駄

遣
い
さ
せ
て
し
ま
う

肥
満
は
、
脂
肪
細
胞
内
に
脂
肪
蓄
積
量
が

増
加
し
て
細
胞
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
ま
す

か
ら
、
レ
ジ
ス
チ
ン
な
ど
の
影
響
で
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
す
い
臓
は
イ
ン
ス
リ
ン
を

余
計
に
出
し
て
調
整
し
よ
う
と
し
ま
す
か

ら
、
結
果
的
に
大
切
な
イ
ン
ス
リ
ン
を

「無

駄
遣
い
」
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

「食
」
か
ら
防
こ
う
糖
尿
病

ま
ず
は
肥
満
や
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

は

「腹
人
分
目
」
で
食
べ
過
ぎ
な
い
。

は
間
食
、
夜
食
は
し
な
い
。

鰊
糖
分
は
控
え
め
に
。

財
動
物
性
脂
肪
を
摂
り
過
ぎ
な
い
。

鮨
高
血
圧
を
防
ぐ
た
め
に
も
塩
分
は
控
え
め

こ

。

鍮
飲
酒
は
食
べ
過
ぎ
や
、
す
い
臓
の
働
き
に

影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
量
の
飲
酒
な

ど
に
は
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

機
た
ば
こ
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
こ
と
か
ら

高
血
糖
に
よ
っ
て
傷
み
や
す
く
な
っ
た
血

管
に
さ
ら
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
い

ま
す
の
で
控
え
ま
し
よ
う
。

●   ●

●   ●

老人対策 |よ本人や家族だけの対応では困難な場合が多く、特に認知症が進み
「徘徊」などの行動がみられるようになると、地域みんなで協力し合つての助け

合いが必要です。

③お年寄りを見かけたら気軽に声をかけましょう。

◎認矢□症で徘徊しているお年寄りを見かけたらこ家族に矢□らせてあげましょう。

鰊お年寄りの―人暮らしやお年寄りだけの世帯には、近所での見守りや声かけ

などで協力し合いましょう。

高森町の高齢化率
(平成 ]8年 8月 31日現在 )

地域みんなで支えるお年寄り対策

ざ
`
′
で

1

‐  :

事盪|

糖尿病にならないために 高
齢
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
な
っ

た
り
、
筋
力
が
衰
え
骨
が
弱
く
な
っ
て
転
倒

骨
折
が
原
因
で
床
に
つ
き

「寝
た
き
り
」
状

態
に
な
っ
た
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
う

危
険
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
若
い
う
ち
か
ら
正
し
い
食
生

活
と
適
度
な
運
動
を
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
が
、
高
齢
に
な
っ
て

も
き
ち
ん
と
栄
養
面
に
気
を
つ
け

た
正
し
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
心

が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
？

糖
尿
病
は
、
す
い
臓
か
ら
出
て

い
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
木
ル
モ

ン
の
分
泌
量
が
不
足
し
た
り
、
働

き
が
十
分
で
な
い
た
め
に
、
身
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
ブ
ド
ウ

糖
を
う
ま
く
利
用

（代
謝
）
で
き

な
く
な
る
病
気
で
す
。

自
覚
症
状
は
な
く
、血
糖
値
（血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
量
を
示
す

値
）
が
高
い
ま
ま
に
な
っ
て
症
状

が
進
行
し
て
い
く
と
、
□
の
渇
き
、

多
飲
、
多
尿
の
症
状
が
表
れ
、
動

脈
硬
化
な
ど
か
ら
網
膜
症
、
脳
卒

中
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
な
ど
の
重
大
な
病
気

を
次
々
と
引
き
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
の
量
は
有
限

イ
ン
ス
リ
ン
は
血
糖
値
の
量
を
調
節
し
て

い
る
の
で
た
い
へ
ん
重
要
な
ホ
ル
モ
ン
で

す
。
正
常
な
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
な
し
で
は

身
体
の
細
胞
は
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を
利
用

個人や家族だけの対応では限界

ohhYo 6s,

女 比率 (%)

人  口 3,579 3,939 7,518

65～ フ4歳 526 648 1,174 15.62

75歳以上 464 742 ],206 16.04

990 ],390 2,380 31.66

lD Tokomori.2006.lOPublic lnformotion @
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あ
な
た
へ
の
健
康
講
座

骨
～
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
７
，

世 帯 数 2747

男 計

=上
日 |

高齢者福祉■介1護保険についてのおたずねはt保健福祉課介護保険係■L62■ 1■ 1(内線123)までどうぞ



じ

ゅ
う

み
ん
せ

い
か

つ
か
　
　
ど
う

わ
た

い
さ
く

が

か
り

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

椎
ヽ
レ

●

ロ

ヽ
ロ
ロ

ヽ
ロ
ロ
、

，
Ａ
ん
　
．′

■
′
んじ

ど
う

わ

も
ん
だ

い
　
　
か
ん

同
和
問
題
に
関
す
る
で
き
ご
と
な
ど

「同
和
」
と
い
う
言
葉
の
語
源

「同
和
」
と
い
う
言
葉
は
、
昭
和

天
皇
即
位
の
際
の
詔
勅
の
な
か
に

出
て
く
る

「人
心
惟
レ
同
シ
ク
民

風
惟
レ
和
シ
」
か
ら
生
ま
れ
、
そ

の
意
味
は
家
柄
、
門
地
、
血
筋
あ

る
い
は
、
社
会
的
身
分
の
別
な
く
、

国
民
は
等
し
く
、
慈
し
み
あ
わ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
発
想
に
基
づ

く
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し聯
秒
‐６

（１
９
４
１
）
律
に
、

内
務
省
の
外
郭
団
体
と
し
て
の
中

央
融
和
事
業
協
会
が

「同
和
奉
公

会
」
と
名
称
を
改
め
て
か
ら
、
「同

和
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
戦
後
に
な
っ
て
、

同
和
地
区
、
同
和
対
策
事
業
、
同

和
教
育
、
同
和
問
題
な
ど
、
行
政

上
の
公
的
な
用
語
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
う

わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

ば

な
お
、
「同
和
」
と
い
う
言
葉
は

「同
和
問
題
」、
「同
和
教
育
」
な

ど
複
合
語
と
し
て
使
用
し
ま
す
が

「同
和
」
の
人
な
ど
単
独
で
使
用
す

る
こ
と
は
差
別
的
な
使
わ
れ
方
を

し
た
こ
と
が
あ
り
差
別
性
を
含
む

表
現
と
し
て
問
題
が
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ル

・
ロ
マ
ン
ス
事
件

じ略
秒
２６
（１
９
５
１
）
筆
ヽ

京
都
市
の
保
健
所
の

一
職
員
が
、

雑
誌

「オ
ー
ル
・ロ
マ
ン
ス
」
に
、

被
差
別
部
落
を
犯
罪
と
暴
力
の
巣

と
し
て
描
い
た
小
説
を
発
表
し

ま
し
た
。
部
落
解
放
全
国
委
員
会

は
、
こ
の
事
件
を
生
ん
だ
背
景
に

は
、
被
差
別
部
落
の
劣
悪
な
生
活

環
境
と
そ
れ
を
放
置
し
た
行
政
の

無
策
が
あ
る
と
し
て
、
京
都
市
当

局
と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
席
上
で
、
水
道
、
下
水
道
、
消

火
栓
の
諸
施
設
、
道
路
の
整
備
な

ど
の
遅
れ
て
い
る
地
域
や
、
長
期

欠
席
の
児
童

・
生
徒
の
多
い
地
域

が
、
京
都
市
の
地
図
上
に
記
入
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
地
域

は
被
差
別
部
落
と
重
な
り
、
こ
れ

を
放
置
し
て
き
た
行
政
の
責
任
が

問
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、
行

政
も
同
和
地
区
の
生
活
環
境
の
改

善
な
ど
に
、
積
極
的
に
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●   ●

●   ●

国民年金だより 12月生まれの方から原則不要となります

誕
生
月
が
来
た
と
き
は

現
況
届
の
提
出
を

今年 10月 から受給者の皆さまの現

況 (生存)確認 |よ住民基本台帳ネット
ワークを活用して行うことになりまし

た。これにより、12月 生まれの方か

ら現況届の提出は原則として不要にな

ります。

ただし、次の方はこれ以後も現況届

の提出が必要です。

0社会保険庁で保有している本人基本
情報 (氏名、性別、生年月日、住所)

と住民基本台帳ネットワークシステ

ムの情報が相違し、住民票コードを

確認できない方

②外国籍 (外国人登録)の方
0外国に居住している方

また、次の場合は現況届以外の届け

が引き続き必要です。

●加給年金額を受けられている場合は
「生計維持確認届」

0障害程度の確認のため、
ア)20歳前の障害による障害基礎
年金を受給している方は、誕生月

ではなく、毎年、指定された期限

までに住所地の市区町村に提出し

ていただくこととなつています。

イ)受 けている年金の種類などに
よつて、医師また|よ歯科医師の診

断書やレン トゲンフイルム等が必

要な場合があります。

現況届の提出が遅れたり、提出され

なかつたりしたときには、年金の支払

が一時止まることもありますのでこ注

意ください。年金の支払が一時止まつ

た場合は、現況届が社会保険業務セン

ターに届いてから随時、止まつた期間

分に遡つてお支払しますが、支払いま

月程度かかります。

躙お問い合わせ先 熊本東社会保険事務所 TEL 096「 367.2500
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暖房器具の点検
及び清掃

使用にあたつての注意事項

○コタツ
・スイッチの切り忘れに注意 |

・電気配線の亀裂・損傷・ほこ

り等に注意 |

・練炭コタツでの一酸化炭素中

毒ややけど等に注意 !

○ストーブ
・燃えるものを近くに置かな

しヽ |

・給油の際は必ず消火する |

・30分に 1回 |よ部屋の換気をす

る !

・給油燃料を間違えない |

○電気 カーペット・アンカ・

電気毛布
・コタツと同様にスイッチの切

り忘れに注意 |

・長時間、肌に直接触れたまま

だと低温やけどする恐れがあ

ります |

冬を迎え寒くなる時期がやつ

てきます。暖房器具を正しく使

用して、暖かい冬を過こしましょ

フ。

感お問い合わせ先

阿蘇広域消防本部南部分署

TEL0 9 6 7-62-9034

被害相談窓日の
こ案内

ひとりで悩まず、まず相談し

てみませんか。

○警察安全相談室

警察の総合的な相談窓□です。

■L096-383-9110
♯9110
0犯罪被害者支援室
犯罪被害に遭われた方の心の

悩みや犯罪被害給付制度などに

関する相談窓□です。

TEL0 9 6-381-0110
(内線 2193～ 2195)
○肥後つ子テレホン

いじめや犯罪等の被害・少年

の非行問題など少年問題専門の

相談電話です。

TEL0 9 6-384-4976
■L0120-02-4976
0レディース110番
性犯罪の被害に関する女性専

用の相談電話です。

TEL0 1 2 0-8343-81
0暴力団相談電話
暴力団が関係する事件・トラ

ブルに関する相談電話です。

■L096-384-0110
0悪質商法 110番
悪質商法の被害に関する相談

電話です。

TEL0 9 6-385-1110
TEL0 1 2 0-444-768

鼈お問い合わせ先

高森警察署

TEL0 9 6 7¨ 62-0110

滞納数週強化月間

高森町では、滞納税の収納を

図るために 10月 を滞納整理強

化月間として実施します。

納税 |よ国民の義務であること

|よいうまでもなく、社会の基本

的ルールであることから、滞納

することは到底許されるもので

はありません。

期間中は、捜索、サラリーマ

ンの給与調査、預貯金及び売掛

金等の差押えを実施します。

売掛金や預貯金の差押えを受

けますと大事な取引先からの信

用を失うことにもなりかねませ

んし、給与調査や差押えが実施

されますと職場において不利益

を被ることになりますのでこ注

意ください。

また、未申告者につきまして

も同様に調査等を実施しますの

で、まだ申告がお済みでない方

は、高森町役場税務課町民税係

にお問い合わせください。

お問い合わせ先

高森町役場税務課町民税係

TEL 62-1111

(内線 164・ 165)

こちら

現況届についてのお問い合わせは、

お近くの社会保険事務所や年金相談セ

ンタニヘ

消防なんでも 知ら|て|お|き|たヽヽ


